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大多喜中学校卒　51名

　
１
月
９
日
（
土
）
、
中
央
公
民
館
で

成
人
式
が
挙
行
さ
れ
、
新
成
人
71
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
の
開
催
と
な

り
、
例
年
よ
り
短
縮
さ
れ
た
時
間
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
た
ち
は
マ
ス
ク

姿
で
、
静
か
な
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
西
中
学
校
卒
業
生
の
細
谷

悠
人
さ
ん
と
山
口
梨
実
さ
ん
の
司
会
で

進
行
し
、
飯
島
町
長
を
は
じ
め
、
来
賓

の
方
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
大
多
喜
中
学
校

卒
業
生
の
高
梨
悠
希
さ
ん
が
感
謝
の
こ

と
ば
を
述
べ
、
記
念
品
の
目
録
が
飯
島

町
長
か
ら
大
多
喜
中
学
校
卒
業
生
の
井

口
調
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
タ
チ
の
思
い

新
成
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

末吉   穂南さん
（下大多喜）

高梨   悠希さん
（泉水）

細谷   悠人さん
（粟又）

山口   梨実さん
（筒森）

遠藤   海さん
（船子）

大多喜町新成人　対象者  127名　出席者  71名

飯島町長より記念品を受け取る井口さん

司会を務めた
山口さんと細谷さん

町長へ謝辞を述べる
高梨さん

成人式

これからは社
会人としての
自覚を持ち、
日々努力して
いきたいで
す。

感謝の心を忘
れない素敵な
大人になれる
よう日々努力
していきたい
と思います。

大多喜町の
成人として
恥ないよう
にがんばり
ます！！

大変な世の中
ですが、これ
からの大学生
活がんばりま
す！

まわりの方々
への感謝を忘
れず、また誰
かから感謝さ
れる大人にな
りたいです。



西中学校卒　20名　　　　　　

私はこの20年間をた
くさんの方々に支え
てもらいながら歩ん
できました。
これからは私が誰か
の支えになれるよう
に日々精進していき
ます。

このコロナ禍の中
でも成人式が開催
されたことに喜び
を感じます。
20年間支えてく
れた家族、友人、
恩師の先生そして
大多喜町に感謝し
ます！

に日々精進していき 恩師の先生そして
大多喜町に感謝し
ます！

君塚   亜弓さん
（堀切）

澤   琴美さん
（市川）

井口   調さん
（三又）

角田   嶺奈さん
（小土呂）

野﨑   楓佳さん
（小土呂）

齊藤   一真さん
（紺屋）

恩師から新成人へメッセージ

今は色々なことが規制されて
思うように行かないこともたく
さんあると思いますが、そんな
ことで挫けるみなさんではない
と思います。今できることを精
一杯やってこれからのみなさん
の大きな夢に向かって精一杯
羽ばたいてください。

　今年は、各中学校の恩師より新成人となった教え子たち
に、直接お祝いの言葉を贈ることができませんでした。
　ここでは、先生方より新成人となったみなさんへのメッ
セージをご紹介します。

どこに行ってもどんな辛いこと
があってもこのふるさとの大多
喜町のことをいつも思い出し、
みなさんのその素直さと素朴さ
を忘れず、力いっぱい羽ばたい
てください。

みなさん、私の授業で「社会科
は歴史で過去を学び、地理で現
在を学び、公民で未来を学ぶ」
と言ったことを覚えていますか。
ぜひこれからも過去をしっかり
学んで、現在を見つめ、未来を
考えながら生活をしていってくだ
さい。

今コロナ禍で、学校現場では
私らしい授業ができていません
が、みんなと歌った3年間、私に
とって本当に宝物です。
これからの未来をあなたたちの
手で明るくしていってください。

元  西中学校
藤平  ちえみ  先生

元  大多喜中学校
吉田  真照  先生

元  西中学校
渡邊  真由美  先生

元  西中学校
目出  剛丈  先生

大変な時期
ではありま
すが、新成
人としてこ
れからも頑
張ります。

コロナ禍で式
ができたこと
に感謝、大多
喜に生まれて
良かったで
す。

先の見えない
世の中でも、
社会にそして
家族に明るい
光を与えるよ
うな新成人に
なります。

自分の行動と
発言に責任を
持ち、人とし
て魅力的な大
人になりたい
です。



学校紹介
町内学校から

活動内容をご紹介大多喜中学校 文化祭・新人戦

　10月30日（金）に文化祭を行いました。展示の部は、ほぼ例年と同じ内容となりましたが、ステー
ジ発表の部では感染リスクを考え、吹奏楽部の発表、実行委員主催の全校道徳、合唱をテーマにした映
画の鑑賞を行いました。コロナ禍においても実施できるように実行委員が何度も話し合いを重ね、発表
者との間隔を十分とったり、接触の少ない内容にしたり、様々な感染対策を講じながらの開催となりま
した。午後の合唱コンクールでは、およそ2ヶ月間の練習の成果を存分に発揮し、体育館一杯に素晴ら
しいハーモニーを響かせました。思い出に残る素晴らしい文化祭となりました。

　11月14日（土）に柔道部、12月5日（土）に剣道部の新人戦が行われ、すべての競技を終えまし
た。応援ありがとうございました。

柔道部　男子団体　優勝・女子団体　3位
　　　　男子個人階級別　準優勝　石橋  公秀さん
　　　　　　　　　　　　準優勝　花﨑  竜也さん
　　　　　　　　　　　　優勝　　磯野  隼輔さん
　　　　　　　　　　　　優勝　　仲村  祐馬さん
　　　　　　　　　　　　優勝　　安藤  煌歩さん

文化祭

新人戦

新人戦結果

　　　　女子個人階級別　優勝　西郡  朱莉さん
　　　　　　　　　　　　優勝　小倉  菜愛さん
　　　　　　　　　　　　優勝　田島  愛美さん
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　令和元年台風第15号から10月25日の大雨までの一連の災害により被災された方に対して、県内
外の皆さまから寄せられた義援金を、千葉県災害義援金配分委員会において決定した基準により配
分しています。申請受付は「令和3年3月31日」までですので、義援金の受け取りを希望される方
は、お早めに手続きをお願いします。

■ 人的被害

■ 提出する書類

■ 窓口に持参していただくもの

■ 住家被害

令和元年台風第15号・第19号、10月25日の大雨により、次の被害を受けられた方、またはご遺族

・令和元年千葉県災害義援金申請書
　役場税務住民課に用意してあります。また、町のホームページからダウン
　ロードもできます。
・添付書類　重傷を負われた方→医師の診断書
　　　　　　住家被害があった方→り災証明書

問合せ　税務住民課　☎82－2122

・窓口に来られた方の本人確認ができる書類（運転免許証、健康保険証など）
・世帯主の振込先口座が確認できる書類（通帳、キャッシュカードなど）
・印鑑

令和元年台風第15号・第19号、10月25日の大雨により、住んでいた家屋が次の被害を受け
られた世帯。被害の状況は「り災証明書」の記載内容で確認します。

１ 災害義援金について

２ 対象となる方・配分金額

３ 必要な書類

千葉県災害義援金の申請受付は3月31日までです
令和元年台風第15号などで人的被害・住家被害（全壊～一部損壊）を受けられた方へ

区　分 説　明 配分金額

死　　亡 災害弔慰金または千葉県災害見舞金の死亡者に該当する方 30万円

重 傷 者 災害で１カ月以上の治療が必要な負傷をされた方 15万円

区　分 説　明 配分金額

全　　壊 「全壊」と判定された世帯
または被災者生活再建支援制度の「解体」に該当する世帯 30万円

半　　壊 「半壊」または「大規模半壊」と判定された世帯 15万円

床上浸水 床上浸水により「一部損壊」と判定された世帯 3万円

一部損壊 「一部損壊」と判定された世帯（床上浸水を除く） 1万円

災害義援金申請書
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　令和2年分の所得税および復興特別所得税の確定申告と令和3年度町・県民税の申告受付が始まります。
新型コロナウイルス感染症防止のため、ご来場の際は、マスクを着用のうえ、入口などでアルコール消
毒液による手指の消毒にご協力くださるようお願いします。
　入場の際に検温を実施しております。37.5度以上の発熱が認められる場合や来場の際のお願いを遵守
できない方は、入場をお断りさせていただく場合があります。

期間　2月16日（火）～ 3月15日（月）（土日・祝日を除く）

大多喜町特設会場

茂原税務署

場所　大多喜町役場　中庁舎　保健センター
開場　午前8時（密を避けるため、午前8時より前は入場できません。）
受付　8時15分から16時30分（8時15分より前は受付できません。）
　　　※会場の混雑回避のために、受付を早めに締め切る場合があります。
相談　8時30分～12時 ／ 13時～17時
完成した申告書の提出　8時30分～17時15分

場所　茂原地方合同庁舎2階会議室（茂原市高師台1－5－1）
　　　8時30分～16時
完成した申告書の提出　8時30分～17時
※申請書の提出については、広報おおたき1月号10～11ページに記載の「茂原税務署からのお

知らせ」をご覧ください。また、ご不明な点がありましたら、茂原税務署（☎0475－22－
2166）へ直接お問い合わせください。

申告期間・会場

確定申告が必要な方

■ 確定申告をしなければならない主な方
　①給与を2カ所からもらっている方
　②給与と年金の両方を一定額以上もらっている方
　③勤め先の年末調整や年金の年末調整の内容に誤りがあった方

■ 確定申告をすれば納め過ぎた税金が還付される主な方
①勤め先の年末調整を受けた人で医療費控除や寄附金控除、住宅ローン控除、雑損控除などの適用に

該当する方
②勤め先の年末調整を受けた人で扶養控除や生命保険料控除などに漏れがあった方
③令和2年中に退職し、年末調整をしておらず、源泉徴収税額が本来の税額より多くなっている方

所得税と町・県民税の申告時期が来ました
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申告相談に持っていくもの

所得税・住民税の主な改正内容

①申告者の印鑑（認め印）
②令和2年中の所得に応じてその内容が明らかにできる書類
・給与／年金などの源泉徴収票
・営業／農業／不動産の事業所得収支内訳書（領収書などを整理して、下書きを作成してください）
・配当／一時／雑所得は、その所得内容を証明する書類
③令和2年中の所得控除額が明らかにできる書類
・国民健康保険税、国民年金保険料、医療費、生命保険料、個人年金保険料、介護医療保険料、地震保険料な

どの支払いのある方は、控除証明書もしくは領収書（領収日が令和2年１月1日～12月31日までのもの）
④障がい者手帳または障がい者控除対象者認定書
　（認定書は介護認定者の申請により、役場健康福祉課が発行します）
⑤申告者名義の口座が確認できるもの
　（申告で還付となった場合に振込み先の口座番号が必要になります）
⑥マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）の原本または写し

※2,400万円を超える場合は、お問い合わせください。

※660万円を超える場合は、お問い合わせください。

※その他の年金収入額の方は、お問い合わせください。

■ 基礎控除額の主な改正箇所

■ 公的年金等控除額の主な改正箇所

■ 給与所得控除額の主な改正箇所

給与収入額 改正前 改正後

162.5万円以下 65万円 55万円

180万円以下 収入金額×40％ 収入金額×40％－10万円

360万円以下 収入金額×30％＋18万円 収入金額×30％＋8万円

660万円以下 収入金額×20％＋54万円 収入金額×20％＋44万円

合計所得金額

基礎控除額

所得税 町県民税（住民税）

改正前 改正後 改正前 改正後

2,400万円以下 38万円 48万円 33万円 43万円

区分 年金収入額

改正前 改正後

区分なし

公的年金などに係る雑所得以外の所得にかかる
合計所得金額

1,000万円以下 1,000万円超
2,000万円以下 1,000万円超

65歳未満 130万円以下 70万円 60万円 50万円 40万円

65歳以上 330万円以下 120万円 110万円 100万円 90万円
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■ 所得控除に係る所得要件の主な改正

■  町・県民税申告書を提出しなくてもよい方

■ 所得金額調整控除の創設

■ ひとり親控除の創設

要件など 改正前 改正後
同一生計配偶者および扶養親族
の合計所得要件 合計所得金額38万円以下 合計所得金額48万円以下

配偶者特別控除に係る配偶者の
合計所得要件 合計所得金額38万円超123万円以下 合計所得金額48万円超133万円以下

家内労働者などの必要経費の
特例 65万円 55万円

　①給与収入が850万円を超える介護・子育て世帯（次のＡ～Ｃのいずれかに該当する場合）
　　Ａ　本人が特別障がい者　　Ｂ　特別障がい者である同一生計配偶者または扶養親族を有する者
　　Ｃ　23歳未満の扶養親族を有する者

町県民税（住民税）の申告
　2月中旬に発送される町・県民税申告書（以下、申告書）は、3月15日までに役場税務住民課に提出
してください。
　今年は、令和元年分の申告状況によって、申告書が届かない方もいます。
　申告書は、役場や老川・西畑出張所でも2月10日頃から受け取ることができます。また、申告書が完
成している場合は、各出張所でも提出できます。
　収入がない方は、その旨を町・県民税申告書に記入して提出してください。
　また、福祉サービスを受けている方は必ず提出してください。

ポイント
　扶養控除、障害者控除、寡婦控除などの控除漏れが目立ちますので、事前にご確認をお願いします。

　①確定申告をする方　　②給与所得者で年末調整がお済みの方
　③年金所得のみで扶養控除などの所得控除を受ける必要がない方

配偶関係 死別 離別

申
告
者
が
女
性

本人所得 500万円
以下

500万円
超

500万円
以下

500万円
超

扶
養
親
族

有
り

子 35万円 27万円 35万円 27万円
30万円 26万円 30万円 26万円

子
以外

27万円 27万円 27万円 27万円
26万円 26万円 26万円 26万円

無し 27万円 ― ― ―26万円

死別 離別 未婚の
ひとり親

500万円
以下

500万円
超

500万円
以下

500万円
超

500万円
以下

35万円 ― 35万円 ― 35万円
30万円 30万円 30万円
27万円 ― 27万円 ― ―26万円 26万円
27万円 ― ― ― ―26万円

死別 離別 未婚の
ひとり親

500万円
以下

500万円
超

500万円
以下

500万円
超

500万円
以下

35万円 ― 35万円 ― 35万円
30万円 30万円 30万円
― ― ― ― ―
― ― ― ― ―

配偶関係 死別 離別

申
告
者
が
男
性

本人所得 500万円
以下

500万円
超

500万円
以下

500万円
超

扶
養
親
族

有
り

子 27万円 ― 27万円 ―26万円 26万円
子
以外 ― ― ― ―
無し ― ― ― ―

寡婦控除
ひとり親
控除

上段：所得税の控除額　下段：住民税の控除額

改正後改正前
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私はどの申告が必要？（下の図で確認してみましょう）

上図は主なケースを記載しています。
どの申告をすればよいか不明な場合は、お手元に、収入のわかるもの、控除に係る証明書などをご
用意し、役場税務住民課 課税係までお問い合わせください。

確定申告に関する問合せ　茂原税務署　☎0475－22－2166（代表）
町県民税（住民税）申告に関する問合せ　大多喜町役場 税務住民課 課税係　☎82―2122（直通）

判
定
結
果

申告区分
① 町県民税の申告書の表面左下「所得がなかった方の記載欄」を記入し、提出してください。
② 所得税および復興特別所得税の確定申告をしてください。

③ 町・県民税の申告書を作成し、提出してください。
給与・年金などの収入がある場合は源泉徴収票を添付してください。

④ 町県民税申告書の提出は不要です。

いいえ

いいえ・わからない

はい

はい

スタート

令和 2年 1月 1日～令和 2年 12 月 31 日までにどんな収入がありましたか？

扶養されている、学生である、預貯金で生活などその他の理由 ①へ

①へ

②へ

②へ

②へ

③へ

④へ

④へ

③へ

③へ

④へ

収入なし

遺族年金、障害者年金、失業給付金など非課税収入のみ

・年金収入が 400 万円を超える。
・年金収入以外の所得が 20 万円を超える。
・扶養控除の変更や各種控除の追加がある。

・年金収入が 400 万円以下で、他の所得が 20 万円以下である。

・年金収入のみで、各種控除の追加がない。

・所得金額より控除金額が多い

・所得金額より控除金額が少ない

いずれかに該当

いずれかに
該当

いずれかに
該当

主に年金収入

・年末調整の内容に変更がある。
・年末調整をした給与以外の給与収入が 20 万円を超える。
・年末調整をしていない。・給与収入が 2千万円を超える。 
・給与所得以外の所得が 20 万円を超える。

・1ヵ所からの給与所得のみで、年末調整時の内容に変更がない。 
・給与収入のみで会社などから役場に給与支払報告書が提出済み。

・給与所得以外の所得が 20 万円以下である。

主に給与収入

農業、営業、不動産、雑・一時所得などがある

令和 3年 1月 1日現在、
大多喜町に住んでいましたか？

所得税の確定申告をする。または既に提出した。

住民票のある市区町村に申告してください。
大多喜町に住民票があって、他の市町村に
住んでいた場合は、申告書の現住所欄にそ
の住所地を記入してください。
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空
き
家
・
空
き
地
の

所
有
者

物件の登録

現地確認

空き家・空き地バンク
【大多喜町】

登録物件の登録・紹介
利用者の登録

情報提供

空
き
家
・
空
き
地
の

利
用
希
望
者

※交渉・契約

※交渉・契約などは、所有者と利用者間で、または宅地建物取引業者の仲介により行うものです。

■補助制度
空き家・空き地バンクに登録された物件を対象とした補助制度があります。
各支援制度の要件の詳細は、町ホームページをご覧いただくか、役場企画課までお問合せください。

１空き家利用促進奨励金
　①対  象  者　空き家・空き地バンクに登録された空き家の貸主または利用登録者の空き家購入者
　　　　　　　で定住目的の方
　②要　　件　町内建設業者にて100万円以上の改修工事をし、工事後当該物件に定住すること
　③金　　額　工事費の3分の1（上限100万円）

２空き家家財道具等撤去費補助金
　①対  象  者　空き家・空き地バンクに登録された物件の所有者または利用登録者
　②対象経費　空き家内に残存する家財道具または当該空き家敷地内の草木の撤去に要する費用
　③金　　額　対象経費の2分の1（上限20万円）

問合せ　企画課　交流促進係　☎82−2112

内容　身体障がい者の日常生活での困りごと、諸手続きなど
会場　大多喜老人福祉センター
※希望される相談日の2日前までに相談日時をご予約ください。

予約受付　大多喜町社会福祉協議会　　　　☎82−4969
　　　　　役場　健康福祉課　社会福祉係　☎82−2168

大多喜町空き家・空き地バンク　～物件登録募集中～

身体障がい者相談員による相談会

２月の相談日
1回目 2回目 3回目

10日（水） 19日（金） 26日（金）

■空き家・空き地バンクとは
　町内の空き家および空き地（農地・山林を除く）を利活用し、定住などを促進するための制度
であり、登録された物件を利用希望者に紹介しています。
　移住や空き家に関するお問い合わせは、非常に多く寄せられており、その数は、年間100件以
上、多い年では200件を超えています。
　町内の空き家・空き地を、賃貸または売却を検討されている方は、お気軽にご相談ください。

■空き家・空き地バンクのイメージ

広報おおたき No.629　R3.1.25 10



■貸与期間　正規の修学期間が終了する月まで
■返済方法　卒業後11年以内（無利子）
■申請期間　2月1日（月）～3月19日（金）　※土・日・祝を除きます。
■予定人員　3名程度
■選考結果通知時期　4月上旬　

問合せ　大多喜町教育委員会（教育課内）　☎82−3010

　町では、通学などに高速バスをご利用される学生の皆さま向けに、勝浦～東京駅間の高速バス
（東京線高速バス）の運賃補助を行っておりますので、ご利用ください。
■対象者　　町内在住で通学などのため東京線高速バスを利用する学生
■補助内容　回数券購入費（1万円）の一部（6千円）を補助します。

問合せ　企画課　交通政策係　☎82−2112

令和３年度大多喜町奨学金のご案内

大多喜～品川間高速バス回数券の払戻期限は
3月31日までです

東京線高速バス　通学費補助制度のご案内

学校の種別
奨学金

修学資金 一時金
高等学校 月額15,000円 100,000円以内

中等教育学校 後期課程 月額15,000円 100,000円以内
特別支援学校 高等部 月額15,000円 100,000円以内

大　学
国立･公立 月額20,000円 500,000円以内

私立 月額30,000円 500,000円以内

高等専門学校
1年～3年 月額15,000円 100,000円以内
4年～5年 月額20,000円 500,000円以内

専修学校
高等課程 月額15,000円 100,000円以内
専門課程 月額20,000円 500,000円以内

　町では、経済的理由により高等学校や大学などへの入学または修学が困難な方に奨学金の貸与
を行います。希望される方は、大多喜町教育委員会までお問い合わせください。

■申請資格
　次の事項にすべて該当する方
・以下の学校種別に該当する学校に在学または入学が決まっている者
・町内に住所を有する者または申請者の生計を維持する者が、町内に住所を有している者
・家族全体の所得額が一定の基準以下である者

■対象となる学校と貸与金額

　令和2年9月30日をもって運行が終了した大多喜～品川間高速バスの回数券の払戻期限は、令
和3年3月31日までです。
　払戻しがお済みでない方は、お早めにお願いいたします。
　なお、払戻しに当たっては手数料が発生します。
　詳しくは、以下へお問い合わせください。

回数券に関する問合せ・払戻場所　小湊鉄道　大多喜車庫（新丁16−1）　☎82−2821
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区　分 R1年
計画前年A

R2年
1年目

R3年
2年目

R4年
3年目

R5年
4年目

R6年
5年目

R6年
目標職員数B

一 般 行 政

減　員

（B−A=3）
88

増　員 2 1 1 1
差　引 2 1 0 1 1
職員数 85 87 86 86 87 88

特 別 行 政

減　員

（B−A=2）
50

増　員 1 1 1
差　引 1 0 1 0 1
職員数 48 49 48 49 49 50

公営企業等会計

減　員

（B−A=0）
42

増　員 △ 1
差　引 △ 1 0 0 0 0
職員数 42 41 42 42 42 42

計

減　員 0 0 0 0 0

（B−A=0）
180

増　員 2 1 1 1 2
差　引 2 1 1 1 2
職員数 175 177 176 177 178 180

区　分 給料月額など 期末手当

給　料
町　長
副町長
教育長

761,000円
615,000円
536,000円

　6月期　2.225月分
12月期　2.225月分

計  　4.45月分

報　酬
議　長
副議長
議　員

280,000円
234,000円
209,000円

　6月期　1.50月分
12月期　1.75月分

計　3.25月分

9 特別職の報酬などの状況　　　　　　　　　　（Ｒ2年12月1日現在）

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （各年4月1日現在）

区　　分
職　　員　　数 対前年増減数

令和２年度の主な増減理由
Ｈ29 H30 H31 R2 Ｈ29 Ｈ30 H31 R2

一

般

行

政

部

門

議　　会 2 2 2 2 △ 1 0 0 0

企画部門に交流促進を作り姉妹都市交流、国際
交流などの業務量増。

総務企画 32 33 34 35 0 1 1 1
税　　務 9 9 9 9 △ 1 0 0 0
民　　生 6 7 6 6 △ 32 1 △ 1 0
衛　　生 11 9 9 11 △ 1 △ 2 0 2
農林水産 11 11 9 8 △ 3 0 △ 2 △ 1
商　　工 4 4 6 6 1 0 2 0
土　　木 10 10 10 10 2 0 0 0
小　　計 85 85 85 87 △ 35 0 0 2

特別行政部門
教　　育 49 48 48 49 0 △ 1 0 1 子育て支援業務の従事者増。
小　　計 49 48 48 49 0 △ 1 0 1

公営企業等
会計部門

水　　道 7 6 6 7 0 △ 1 0 1
そ の 他 36 37 36 34 △ 1 1 △ 1 △ 2
小　　計 43 43 42 41 △ 1 0 △ 1 △ 1

合　　計 177 176 175 177 △ 36 △ 1 △ 1 2

10 部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年4月1日現在）

(注)　職員数は一般職に属する職員数（教育長、派遣職員、再任用短時間勤務職員および任期付短時間勤務職員を除く。）です。

(注)　計画期間は、令和2年～6年の5年間です。
(注)　職員数には教育長、派遣職員、再任用短時間勤務職員および任期付短時間勤務職員を除きます。

①定員適正化目標
　令和元年度に見直しを行った定員管理適正化計画は、令和2年度から令和6年度までを計画期間とし、職員総数を概ね5人増加する

ものとしています。

②定員適正化手法の概要
　多様化する行政需要に対応し、住民サービスの水準を低下させないため一定の職員数を維持します。
　適正な定員管理と安定した住民サービスの供給を図る為、重点項目を挙げ職員の採用を行います。
　職員の新採用に当たっては、事務事業等の見直しにより関係する課係の統廃合を進めるとともに、新たな行政需要を見定め、職

員の年齢や職種校正を勘案し、会計年度任用職員や再任用職員の活用により最低限の採用とする。
　各施設の指定管理や住民、ボランティアなどとの協働を推進します。
　各種研修などを通じて職員の能力向上を図るとともに、事務事業を精査し、効率的な行政運営に努めます。

11 定員適正化計画の数値目標および進捗状況
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時 間 外
勤務手当

30年度
支    給    総    額 9,568千円

職員１人当たり支給年額 72千円

31年度
支    給    総    額 30,305千円

職員１人当たり支給年額 223千円

区　分 内　　　容（Ｈ31年4月1日現在） 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

扶養手当

・子　　　　 10,000円 
・子以外の扶養親族  6,500円
・満16歳の年度初めから満22歳の年度末
　までの子につき 5,000円加算

同じ ―

住居手当
・借家の場合（家賃12,000円を超える場

合に限る）家賃の額に応じて27,000円
を限度に支給

同じ ―

通勤手当

・交通機関を利用する場合
　定期代55,000円を限度とし全額支給
・自家用車を利用する場合
　通勤距離に応じて 2,000円～28,000円
　を支給

同じ ―

特
殊
勤
務
手
当

（
30
年
度
）

区　　　分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 1.5 ％

支給対象職員１人当たり平均支給年額 101,000円

手 当 の 種 類 （ 手 当 数 ） 2

代表的な手当の名称
支給額の多い手当 じん芥処理手当

多くの職員に支給さ
れている手当 じん芥処理手当

区　分
一  般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料
月額

平均給与
月額 平均年齢 平均給料

月額
平均給与

月額 平均年齢

町 290,303円 317,991円 39.3歳 232,678円 239,093円 51.8歳
国 327,564円 408,868円 43.2歳 287,283円 328,862円 50.9歳
県 308,010円 410,794円 40.8歳 309,007円 366,264円 53.7歳

3 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況
（R2年4月1日現在）

7 昇給期間短縮の状況　　該当なし

区分
住民基本

台帳の人口
（年度末）

歳出額
A

実質収支 人件費
B

人件費率
（B/A）

（参考）
30年度の
人件費率

31年度 R2.3.31 人
8,898

千円
5,075,833

千円
210,001

千円
1,082,305

％
21.3

％
21.0

1 人件費の状況（普通会計決算）

（注） 人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

区　　分
大 多 喜 町 国 県

決定初任給 決定初任給 決定初任給

一般行政職
大学卒 182,200円 182,200円 188,700円
高校卒 150,600円 150,600円 154,900円

技能労務職 高校卒 147,900円 ―  円 152,700円

4 職員の初任給の状況 （R2年4月1日現在）

（注） 国の表中、大学卒初任給は一般職（大卒）の額です。
　　 （総合職（大卒）決定初任給186,700円）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 252,250円 300,845円 353,486円
高校卒 207,667円 286,000円 327,150円

5 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（R2年4月1日現在）

（注） 経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合
は、採用後の年数をいうものです。

区　　分 １ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級 ７ 級 
計標準的な

職務内容 主事補 主事 主任
主事 副主査 係長 課長

補佐 課長

職 員 数 15人
（ 　 ）

20人
（ 　 ）

12人
（     1）

13人
（     8）

22人
（     2）

7人
（ 　 ）

12人
（ 　 ）

101人
（    11）

構 成 比 14.9％
（ 　 ）

19.8％
（ 　 ）

11.9％
（  9.1）

12.9％
（ 72.7）

21.8％
（ 18.2）

7.0％
（ 　 ）

11.9％
（ 　 ）

100％
（ 100）

参
考

１年前の
構 成 比

12.2％
（ 　 ）

21.4％
（ 　 ）

11.2％
（  9.1）

18.4％
（ 72.7）

17.4％
（ 18.2）

8.3％
（ 　 ）

11.2％
（ 　 ）

100％
（ 100）

５年前の
構 成 比

16.1％
（ 　 ）

9.8％
（ 　 ）

18.8％
（ 　 ）

16.1％
（ 　 ）

16.1％
（ 　 ）

12.5％
（ 　 ）

10.7％
（ 　 ）

100％
（ 　 ）

6 一般行政職の級別職員数の状況 （R2年4月1日現在）

（注） 1　大多喜町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
（注） 2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
（注） 3　職員数には企業職、税務職、保健師、看護師、栄養士、介護士、

保育士、技能労務職員などを含みません。
（注） 4　（ ）内は再任用短時間勤務職員および任期付短時間勤務職員数です。

区分 職員数
Ａ

給   与   費
一人当たり

給 与 費
（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当

左の内
期末・

勤勉手当
計

Ｂ

2年度 　人

147
千円

504,004
千円

256,845
千円

181,642
千円

760,849
千円

5,176

2 職員給与費の状況（普通会計予算）

（注） 1　職員手当には退職手当を含みません。
（注） 2　給与費は当初予算に計上された額です。
（注） 3　職員数には教育長を含みません。

区
分 大 多 喜 町 国

期
末
手
当
　
勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

 6 月期 1.275月分 0.950月分  6 月期 1.275月分 0.950月分

12月期 1.275月分 0.950月分 12月期 1.275月分 0.950月分

計 2.550月分 1.900月分 計 2.550月分 1.900月分

その他
職制上の段階、職務の級などに
よる加算措置があります。

その他
職制上の段階、職務の級などによ
る加算措置があります。

退

職

手

当

（支給率） （支給率）

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.709月分 勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分 最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置
定年前早期退職特別措置（2～20% 
加算）
１人当たり　平均支給額　9,692千円

その他の加算措置
定年前早期退職特別措置（3～45% 
加算）

8 職員手当の状況（普通会計）	 　（R2年12月1日現在）

（注） 退職手当の1人当たりの平均支給額は、前年度に退職した全職種に係
る職員に支給された平均額です。

（注）（退職手当は、千葉県市町村総合事務組合の退職手当条例で支給率が
決められています。）

地域手当
(H31.4.1現在)

支    給    率 ０%

支給対象職員数 ―

国  の  支  給  率 ― %

 支給対象職員
１人当たり

平均支給年額
― 円

（注）国および県の支給率は、地域（勤務地）などによって異なります。
 　　　◎国（ 3％～20％ ） ◎県（ 9.2％～17.2％ ）

大多喜町の給与・
定員管理について
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「
幸
福
人
生
の
レ
シ
ピ
」

人
生
七
掛
け
。「
お
迎
え
」は
ず
ー
っ
と
先
の
こ
と

町
に「
長
ち
ょ
う
じ
ゅ寿

七な
な

掛が

け
ク
ラ
ブ
」が
で
き
て
六
年
。ど
ん
な
ク
ラ
ブ
？

町
で
は
住
民
の
方
々
の
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の
一
貫
と
し
て
、篠
原 

鋭
一
先
生
が
書
か
れ

た
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。次
回
は
三
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。お
楽
し
み
に
！

　山
里
に
あ
る
小
さ
な
町
に
、ち
ょ
っ
と

珍
し
い
名
前
の
集つ
ど

い
が
あ
り
ま
す
。そ

の
名
は「
長
ち
ょ
う
じ
ゅ寿

七な
な

掛が

け
ク
ラ
ブ
」。毎
月

第
三
土
曜
日
に
開
か
れ
る
例
会
に
は
、

近
所
の
お
年
寄
り
が
手
作
り
の
一
品
と

お
酒
を
持
ち
寄
っ
て
談
笑
。何
一
つ
気
兼

ね
す
る
こ
と
の
な
い
仲
間
た
ち
と
の

一ひ
と
と
き時

は「
元
気
の
も
と
」と
の
こ
と
。

　「長
寿
七
掛
け
ク
ラ
ブ
」は
Ａ
長
老
の

発
案
で
す
。数
年
前
の
こ
と
。Ａ
さ
ん
が

こ
ん
な
提
案
を
し
ま
し
た
。

　「
聖せ
い

路ろ

か加
国
際
病
院
の
日ひ

の野
原は
ら

重
明

先
生
は
、今
年
で
百
歳
に
な
ら
れ
ま
し

た
。け
れ
ど
人
か
ら
年
齢
を
聞
か
れ
る

と
、い
つ
も『
七
十
歳
で
す
』と
お
っ
し
ゃ

る
。誰
も
が『
え
え
ー
、本
当
で
す
か
！
』

と
驚
く
も
、先
生
の
答
え
は
一
つ
。『
今
の

時
代
は
実
年
齢
の
七
掛
け
で
い
い
の
で

す
。だ
か
ら
私
は
七
十
歳
。あ
な
た
、い

く
つ
？
七
十
歳
？
こ
れ
か
ら
は
四
十
九

歳
と
答
え
な
さ
い
！
』

　こ
の
町
に『
長
寿
七
掛
け
ク
ラ
ブ
』を

作
っ
て
、一
ヶ
月
に
一
度
、楽
し
い
時
間
を

す
ご
し
ま
し
ょ
う
…
。略
し
て『
長
ち
ょ
う

七し
ち

ク

篠原　鋭
えいいち

一 氏
1944年兵庫県生まれ。駒澤大学仏教学部卒業。
千葉県成田市曹洞宗長寿院住職。曹洞宗総合研究センター講師。
同宗千葉県宗務所長、人権啓発相談員などを歴任。

「ＮＰＯ法人自殺防止ネットワーク風」代表。
公立の小学校・中学校・高等学校を巡り「いのちを見つめる」課外授業を
続けている。

「生きている間にお寺へ」と寺院を開放。
「少年院」「拘置所」で特殊詐欺犯罪の結末を説き続けている。

ラ
ブ
』！
」

　多
く
の
お
年
寄
り
の
賛
同
を
受
け
て

始
ま
っ
た
こ
の
会
も
、は
や
六
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　先
日
、Ｎ
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
告
げ
ま
し

た
。　「

オ
ラ
よ
ー
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
の

が
、な
ん
と
し
て
も
覚
え
ら
れ
な
く
て

よ
。心
配
だ
！
」

　「あ
ん
た
だ
け
で
は
ね
え
。オ
ラ
も
だ

よ
ー
」

　Ｅ
じ
い
ち
ゃ
ん
が
一
冊
の
本
を
取
り

出
し
て
語
り
ま
し
た
。

　「オ
ラ
、『
シ
ル
バ
ー
川
せ
ん
り
ゅ
う柳
』っ
て
本
、毎

年
楽
し
み
に
し
て
る
け
ど
よ
、今
年
の

本
に
こ
ん
な
の
が
載
っ
て
た
。き
っ
と
笑

う
ぞ
。聞
い
て
ろ
よ
！

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　ナ
ン
マ
イ
ダ
ー
と
聴き

き
違
え
」

　す
ぐ
さ
ま
、大
き
な
拍
手
と
笑
い
声

が
起
き
ま
し
た
。

　Ｅ
じ
い
ち
ゃ
ん
が
続
け
ま
す
。

 「
こ
ん
な
の
も
あ
る
ぞ
！

　

　共と
も

白し
ら
が髪

　誓ち
か

っ
た
主
人

　禿は
げ
あ
た
ま

頭
」

　あ
ち
こ
ち
か
ら
声
が
飛
ん
で
き
ま
す
。

　「
そ
れ
、あ
ん
た
の
こ
と
で
し
ょ
。み

ご
と
な
剥
頭
だ
も
の
な
、ア
ッ
ハ
ハ
ー
」

　Ｅ
じ
い
ち
ゃ
ん
、負
け
て
は
い
ま
せ
ん
。

　「
大
笑
い
し
て
る
け
ど
な
、今
に『
お

迎
え
』が
来
る
ん
だ
ぞ
！
聞
い
て
ろ
よ
。

　お
迎
え
は

　
　ど
こ
か
ら
来
る
の
と

　孫
が
聞
く

　お
迎
え
は

　
　何い

つ時
で
も
良
い
が

　今
日
は
嫌い
や

　こ
の
二
つ
。ち
ょ
っ
と
心
に
し
み
る
べ

え
」　Ｅ

じ
い
ち
ゃ
ん
の
声
を
み
ん
な
が
打

ち
消
し
ま
す
。

　「
七
掛
け
、七
掛
け
。オ
ラ
た
ち
に
は

『
お
迎
え
』は
ま
だ
ま
だ
先
の
話
だ
べ

え
！
」

　「
そ
う
だ
。オ
ラ
、ま
だ
五
十
六
歳
だ

も
ん
な
！
」

　「五
十
六
歳
な
ら
、本
当
は
八
十
歳
だ

べ
え
！
」

　「長
七
ク
ラ
ブ
は
年
取
ら
ね
え
。お
迎

え
な
ん
て
、ず
ー
っ
と
さ
き
の
こ
と
だ

よ
。さ
あ
、歌
う
べ
え
！
」

　「
長
寿
七
掛
け
ク
ラ
ブ
」は
、多
く
の

お
年
寄
り
に
と
っ
て
幸
せ
の
ス
イ
ッ
チ

そ
し
て
幸
福
人
生
の
レ
シ
ピ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

篠原先生の
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健康事業の予定をお知らせします。

3月
2月
▼

けんこうカレンダー
健康福祉課　保健予防係

☎82-2168(内線263～265)

申込み・問合せ  

問合せ　夷隅健康福祉センター（勝浦市出水1224）
　　　　☎73—0145　FAX：73—0904　mail：isumiho@mz.pref.chiba.lg.jp

夷隅健康福祉センター　健康相談日程表
事業名 開催日 受付時間 担当課 備考

精神保健福祉相談
（心の健康相談） 毎月第1・第3木曜日 14：00～15：30

地域保健福祉課

※予約制

DV相談 電話相談（月曜日～金曜日）
面接相談（毎週水曜日）

 9：00～17：00

専用電話　☎︎73−0801
※面接は予約制

障がいのある人への
差別に関する相談 月曜日～金曜日 専用電話　☎︎73−4630

エイズ相談
ＨＩＶ抗体検査 毎月第1・第3月曜日 9：30～10：30 健康生活支援課 ※予約制（無料・匿名）

子どもの事業（☆…受付時間）

行事名 日　時 場　所 対　象　者

乳幼児相談
2/3

☆9：30～10：30
保健センター 乳幼児とその保護者（対象月の令和2年1月、6月、

9月生まれの方には個別に通知します）

3/3 みつば保育園
支援センター

乳幼児とその保護者（対象月の令和2年2月、7月、
10月生まれの方には個別に通知します）

1歳6か月児健診
2/4

☆13：00～13：15

保健センター

令和元年6月1日～令和元年7月31日生まれの方

3歳児健診 ☆13：15～13：30 平成29年7月1日～平成29年8月31日生まれの方

おひさまキッズ
2/2

13：30～15：30 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者
3/23

納めた国民年金保険料は
　　　　　全額が社会保険料控除の対象です

　控除の対象となるのは、令和2年1月から令和2年12月までに納められた国民年金保険料の全額です。過去の
年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者やご家族の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合、その
保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、令和２年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申
告を行うときに、領収書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、令和2年1月1日から令和2年9月30日までの間に国民年金保険料を納付された方には、日本年金機
構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られていますので、申告書の提出の際には必ずこの証
明書と令和2年10月1日から令和2年12月31日までの間に納めた領収書を添付してください。

問合せ　千葉年金事務所　☎043−242−6320（自動音声ガイダンスに従い、2を2回押してください。）
　　　　ねんきん加入者ダイヤル　☎0570−003−004（ナビダイヤル）

みんなの年金

広報おおたき No.629　R3.1.2515



子育て通信　No.81

子育て支援センターからのお知らせ

　子育て支援センター「ひだまり」のみ開放しています。なお、2月に令和3年度の入園予定者
を対象とした1日入園を行います。保育園の様子を見学し、お友達と一緒に遊びましょう。1日
入園の詳細は、後日個別にお知らせします。

問合せ　ひだまり（みつば保育園）☎82−5530　あおぞら（つぐみの森保育園）☎83−1411

　つぐみの森保育園ひばり組（3歳児）のお友達は
やんちゃな男の子5名、しっかり者の女の子5名の計
10名です。マラソンをしたり近隣の野山で探検をし
て、元気いっぱいに過ごしています。

ひばり組

ひばり組

ひばり組　初めての発表会！！頑張りました！！

うさぎ組

うさぎ組

　うさぎ組（2歳児）のお友達は11名、
りす組（1歳児）は７名、ひよこ組（0歳
児）は1名で、一緒にお散歩に出かけた
り、体操をしたりして楽しく過ごしてい
ます。

りす・ひよこ組

みんなのアイドル　りす・ひよこ組！

ニコニコ笑顔の

うさぎ組！！

つぐみの森保育園

広報おおたき No.629　R3.1.25 16



2 年

唐鎌　充
みつ

希
き

 さん

2 年　

太田　杏
あん

奈
な

 さん

　ぼくは、プロサッカーせん手になりたいで
す。理ゆうは、お父さんがサッカーをやってい
て、かっこいいなと思ったからです。ぼくも、
かっこいいせん手になりたいです。

　わたしのゆめは、まんが家になることで
す。どうしてかというと、おもしろい作ひん
をかいて、みんなに見てもらいたいからで
す。まんが家になれるといいです。

３歳 ３歳

お誕生日の思い出に掲載してみませんか？
 （0 歳～ 3 歳のうちに 1 回）
掲載ご希望の方は誕生月の 2 か月前までに
ご連絡ください。　総務課　文書広報係　☎ 82 − 2111

ぼくたちわたしたち
　 歯っぴいチャイルド

　12月10日（木）に保健センターで行われた
３歳児健診で、むし歯のなかったお子さんを
紹介します。

山口　陽
はる

輝
き

 ちゃん
（ 久我原 ）

西山　成
せい

 ちゃん
（ 猿稲 ）

長谷川　春
はる

人
と

 ちゃん
（ 筒森 ）

丸山　琴
こと

葉
は

ちゃん
（ 船子 ）

山口　陽
ひ ま り

葵 ちゃん
（ 久我原 ）

金木　琴
こと

乃
の

 ちゃん
（ 下大多喜 ）

杉森　叶
か

梨
りん

 ちゃん
（ 下大多喜 ）

野澤　歩
あゆ

美
み

 ちゃん
（ 上原 ）

中村　ことり ちゃん
小田代

ママからの一言
おままごとも戦いごっこも
大好き！
これからもすくすく育って
ね☆

安岡　鴻
こうすけ

佑 ちゃん
堀切

ママからの一言
おめでとう
ブロック遊びや鬼滅の刃が
好きで真似をしてよく遊ん
でいるね♪
沢山遊んで元気にすくすく
育ってね♥
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田
の
水
も
赤
く
さ
び
ゆ
く
冬
田
か
な

　
　
　塩
田

　昭
子

冬
至
粥
明
日
へ
の
ち
か
ら
夢
走
る

　
　
　
　手
島

　澄
江

踏
れ
つ
つ
色
の
つ
よ
さ
よ
冬
の
草

　
　
　
　井
守

　千
鶴
子

一
両
車
鉄
橋
渡
る
音
冴
ゆ
る

　
　
　
　
　
　伊
吹

　万
里

山
茶
花
の
む
こ
う
勤
ご
ん
ぎ
ょ
う

行
の
声
や
ま
ず

　
　
　小
泉

　多
香
子

わ
ら
べ
歌
口
ず
さ
み
い
し
故
郷
は

　景
色
の
中
に
母
の
顔
あ
り

　
　
　
　
　
　樋
口

　松
枝

こ
の
年
内
き
は
め
て
小
さ
く
見
ゆ
る
と
ふ

　十
月
末
の
満
月
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　本
吉

　得
子

夢
の
な
か
今
亡
き
妻
と
旅
を
せ
し

　見
知
ら
ぬ
国
の
見
知
ら
ぬ
街
を

　
　
　
　山
中

　喜
七

心
よ
り
亡
母
に
詫
び
つ
つ
戦
時
下
に

　求
め
く
れ
た
る
留
袖
廃
棄
す

　
　
　
　
　吉
野

　芳
子

電
子
化
の
進
む
速
さ
に
老
い
そ
め
し

　吾
の
暮
し
に
不
安
お
ぼ
ゆ
る

　
　
　
　
　渡
辺

　美
与
子

2月のスケジュール
■休館日
　１日、８日、１５日、２２日

■おしらせ
・スマホやパソコンから本の検

索・予約ができます。
※詳細は、図書館にお尋ねくだ

さい。
・感染防止と資料の汚破損防止

のため、マイバッグの持参にご
協力をお願いします。

・本の除菌ＢＯＸや非接触型バ
ーコードリーダーなど、感染症
防止対策を実施しています。

本だな
大多喜図書館天賞文庫だより

☎82－2459

■新刊（発売から6ヶ月以内）
・ハリネズミは月を見上げる　　　　　　　　あさの　あつこ（著）
・おしりダンディ・ザ・ヤング　　　　　　　トロル（著）
・ねぐせのしくみ　　　　　　　　　　　　　ヨシタケ　シンスケ（著）
・浅田家　　　　　　　　　　　　　　　　　中野　量太（著）
・おかしなあみもの　　　　　　　　　　　　フィグインク（編集）
・山は登ってみなけりゃ分からない　　　　　石丸　謙二郎（著）
・ふーってして　　　　　　　　　　　　　　松田　奈那子（著）
■購入図書
・チコちゃんに叱られるシリーズ（絵本３冊）海老　克哉（著）
・おばけになりたいなす　　　　　　　　　　岩神　愛（著）
・IMAGINE　　　　　　　　　　　　　　　 ジョン・レノン（著）
・金子と裕而　　　　　　　　　　　　　　　五十嵐　佳子（著）
・約束のネバーランド（小説３冊）　　　　　白井カイウ（著）
■寄贈図書
・あきない世傳金と銀８・９　　　　　　　　高田　郁（著）
・簡単、おしゃれなマスクの作り方　　　　　猪俣　友紀（著）
・アーモンド　　　　　　　　　　　　　　　ソン・ウォンピョン（著）
・アトリと五人の王　　　　　　　　　　　　菅野　雪虫（著）
・干支はたいへんです　　　　　　　　　　　梶田　尚省（著）
■購入ＣＤ
・LiSA LEO-NiNE　　　　　　　　　　　　 LiSA（歌）
■寄贈ＣＤ
・日本の心　琴のしらべ　　　　　　　　　　山内　喜美子ほか（演奏）
・cloud nine　　　　　　　　　　　　　　　GEORGE HARRISON（歌）

ＱＲコードで
図書館の情報が

 たくさん見られるよ！

図書検索ぺージ
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2月 February

日 曜 行　　　事 場　　所 時　刻 ごみ収集

1 月 心配ごと相談（日常生活上の相談） 福祉センター 9:00～12:00 （可燃）

2 火 （不燃）

3 水 リズムウォーキング教室 B&G体育館 14:00～ （可燃）

4 木 （缶類）

5 金 農業委員会総会 役場 大会議室 14:00～ （可燃）

6 土

7 日
子ども習字教室 中央公民館 10:00～11:30

おいでよ子ども体験塾 中央公民館

8 月 （可燃）

9 火 （ペット）

10 水 リズムウォーキング教室 B&G体育館 14:00～ （可燃）

11 木 建国記念の日

12 金 （可燃）

13 土 ジュニアスポーツクラブ B&G体育館 9:00～

14 日 （休日受付）

15 月
心配ごと相談（結婚相談、人権相
談、行政相談、年金相談、労災、雇
用保険相談）

福祉センター 10:00～15:00 （可燃）

16 火
令和2年分所得税・復興特別所得税
確定申告、町県民税申告相談

（～3/15まで、土日祝日を除く）

役場
中庁舎
保健センター

8:30～17:00
（12:00～13:00
を 除 く）混 雑
状況により変
更有

（ペット）

17 水 リズムウォーキング教室 B&G体育館 14:00～ （可燃）

18 木 サポステ（就労）出張相談 中央公民館 9:30～16:30 （びん）

19 金 （可燃）

20 土

21 日 子ども習字教室 中央公民館 10:00～11:30

22 月 心配ごと相談（日常生活上の相談） 福祉センター 9:00～12:00 （可燃）

23 火 天皇誕生日

24 水 リズムウォーキング教室 B&G体育館 14:00～ （可燃）

25 木 （紙類・衣類）

26 金 （可燃）

27 土 ジュニアスポーツクラブ B&G体育館 9:00～

28 日

ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ　紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボールなど
　　　　　　缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶など　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品
　　　　　　不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器など）　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３－２４２－９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》
夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部
☎８０－０１１９

当番医の紹介

人口と世帯
令和３年 1 月 1 日現在

人　口 ８, ７４５人（−２３）
男 ４, ３０３人（−１２）
女 ４, ４４２人（−１１）

世帯数 ３, ８０３世帯（−１３）
（　）は、前月比

慶　弔（12月届）
出　生 １人
死　亡 １６人

転出入（12月届）
転　入 ８人
転　出 １６人

交通事故発生状況

発生件数 ２件（２１）
死 者 数 ０人（　１）
傷 者 数 ４人（３６）

12 月中（人身事故件数）

（　）は、１月からの累計

火災件数 ０件（　　６）

救急件数 ４０件（４８５）

内訳
１件（　３３）

　２７件（２８４）
１２件（１７０）

交通事故
急　　病
そ  の  他

おおたき119（12月中）

（　）は、１月からの累計

夷隅広域健康相談ダイヤル24
フリーダイヤル　0120−143−
251（24時間/年中無休）
例えばこんな時、お電話ください。
不意のケガで応急処置を知りたい/家
族の介護のことで相談したい/休日に
受診できる病院を教えてほしい/真夜
中の急病で誰にも連絡できない時/メ
ンタルヘルスの相談　など

如
きさらぎ

月

広報おおたき No.629　R3.1.2519



愛車を大切な家族として寄り添うライフサポーター

セキハツオートワークス
いろんなクルマが買えるお店

★ 月々定額マイカーリース ★ 新車低金利 ★
ＴＥＬ　０４７０－８０－１１９０

お　 し　 ら　 せ 飼料用米の生産で
経営の安定を

善意の心を
ありがとうございます

介護無料研修
～就業支援あり～

町
長
日
誌
（
12
月
）

　食生活の変化などにより、全国
の米の需要量は毎年約10万トン

（作付面積にして約19,000ha相
当）ずつ減少しています。
　生産が需要を上回り在庫が増
加すると、米価が下がる傾向があ
ります。そのため、米の需給バラン
スを保つことが米価の維持につ
ながります。飼料米の生産は、主
食用米の需給調整による米価の
維持と、稲作経営の安定化に向け
ての有効な手段です。
　ぜひ、飼料用米の生産に取り組
みましょう。

問合せ　農林課　農政係
　　　　☎82−2535

１
日 

議
会
定
例
会
12
月
会
議

２
日 

議
会
定
例
会
12
月
会
議

３
日 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式

８
日 

年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締
り
に
伴
う
出
動
式

16
日 

消
防
委
員
会

21
日 

高
齢
者
叙
勲
受
章
者
記
念
品
贈
呈
式

大多喜町ふるさとづくり寄附金（12月分）
申込件数　599件
申込金額　47,049,000円
なお、ホームページには寄附を公
表してもよいという方の氏名を掲載
しています。そちらもご覧ください。

　介護に興味・関心がある方や、
介護職の未経験者を対象に、「介
護職の基礎知識・認知症・介護技
術」を学べる研修を開催します。
定員制ですので、お早めにお申し
込みください。
日時　3月4日（木）、3月11日（木）・

18日（木）・26日（金）※全４回
　9時30分～16時20分
場所　勝浦集会所（図書館 併設）
内容　介護職員から、「介護職の基

礎知識・介護技術」や「資格・仕
事内容」などの知識が学べます。 
希望者には就業支援をいたしま
す。また、受講料・テキスト代とも
無料です。

定員　定員15名程度
　　　※事前申込制。
問合せ　ほっとスペース稲毛ペコ

リーノ（千葉県委託業者）
　休業日：木曜・日曜
　☎043−306−8520
　FAX：043−306−8521

〈社会福祉協議会福祉基金〉
匿名（4件） 148,619円

〈令和2年7月豪雨災害義援金（熊本県）〉
大多喜町役場募金箱

〈平成28年熊本地震災害義援金〉
清水 節子　様
匿名（1件）

〈東日本大震災義援金〉
清水 節子　様
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Information　インフォメーション

相続登記はお済みですか！
相談無料　　　土日祝日ＯＫ
TEL　０４７０－６２－５２８６
FAX　０４７０－６２－５２８７
大多喜町西部田１０６番地

千葉司法書士会会員
司法書士　江沢正明事務所

物解体建 見積
無料

学校・子ども会資源回収対応致します。
連絡先 ホームページ㈲妻本商店 妻本商店

検索鴨川本社 ０１２０-077-261

　町では「広報おおたき」と「大多喜町ホームペー
ジ」に掲載する有料広告を募集しています。
　事業所、企業、お店のPRにご利用ください。
■広報おおたき
　下1段／1回 10,000円 ・ 下2分の1段／1回 5,000円
■ホームページ
　1枠／1か月　　　6,000円
■問合せ　総務課　文書広報係　☎82−2111

有料広告を募集しています

募　　集

※内容などの詳細は、各主催者へ
　お問い合わせください。

令和３年度採用
夷隅環境衛生組合

会計年度任用職員を募集

「よそ者わか者ばか者会議」
参加者募集

募集職種・予定人員
　事務補助員　2名
申込方法
　「申込書」をご提出ください。
①申込書の入手方法

夷隅環境衛生組合で配付し
ます。また、夷隅環境衛生組合
ホームページからダウンロード
することもできます。

②申込書などの提出先
申込書の受付は、夷隅環境衛
生組合事務所棟窓口で行いま

　移住者、若者、地域有志の皆さ
ま、あなたの声を聞かせてくださ
い。特に参加資格はありません。多
くの皆さまのご参加をお待ちして
います。
日時　 2月16日（火）
　　　19時～20時45分
会場　大多喜町中央公民館
　　　（研修室）
※感染症対策のため参加される

方は、事前に以下までご連絡く
ださい。

問合せ
　楽しいふるさと創る会　
　小泉 和弘
　☎080−2677−4649

す。申込書に必要事項をすべて
記入し、直接持参するか郵送し
てください。

受付期間
2月1日（月）～2月15日（月）

（土曜日、日曜日、祝日を除く。
8時30分～17時15分）

※郵送の場合は、2月15日（月）必着
試験日時・場所
　面接試験　2月下旬　
※日時、場所の詳細は、応募の

あった方に別途ご連絡します。

問合せ　夷隅環境衛生組合
　　　　庶務係　☎86−2155
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　町では防災行政無線を使用した、全国一斉の訓練放送を以下のとおり実施します。
　この放送は、総務省消防庁が地震・津波などの災害時に備え、全国瞬時警報システム（Jアラー
ト※）を用いて行う、全国一斉の情報伝達訓練です。

日　　時　2月17日（水）　午前11時頃
放送場所　町内に設置してある全ての屋外子局・戸別受信機
放送内容　（上りチャイム音）
　　　　　「これは、Jアラートのテストです。」（3回繰り返し）
　　　　　「こちらは、防災おおたきです。」
　　　　　（下りチャイム音）

※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、
　国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

問合せ　総務課　消防防災係　☎82−2111

議案番号 件　　　　　名 議決結果
議　案
第18号 一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議　案
第19号 令和２年度夷隅郡市広域市町村圏事務組合一般会計補正予算（第４号） 原案可決

問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合　☎86−6600

令和2年第2回夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会臨時会会議結果
（令和2年11月30日開会）

全国瞬時警報システム（J アラート）の
全国一斉情報伝達訓練を実施

町の防火活動に貢献された令和3年の各表彰者をご紹介します。（順不同・敬称略）

■千葉県知事表彰
　【功労章】　若松 正光 ／ 鈴木 恵祐
　【精勤章】　森 俊実 ／ 常住 豊 ／ 古滝 裕士 ／ 永島 宏晶 ／ 木島 一人 ／ 酒井 健雄　
　【防災危機管理部長章】
　　　　　　関 和弘 ／ 長田 博一 ／ 浅野 誠 ／ 澤 和弥 ／ 貝塚 健一 ／ 鈴木 真生 ／ 君塚 一仁 ／ 磯野 太輔

■千葉県消防協会長表彰
　【功労章】　福嶋 岳夫　【精勤章】　鵜ノ澤 朋幸 ／ 磯野 広幸 ／ 岩瀬 文明 ／ 池田 道昭

■千葉県消防協会夷隅支部長表彰
　【功労章】　工藤 真 ／ 安西 浩一
　【精勤章】　古安 隆次 ／ 清水 直樹 ／ 太田 貴也 ／ 鈴木 涼一 ／ 野口 勝弘

■大多喜町長表彰
　【感謝状】　ニューエイジ株式会社　千葉工場 ／ 前第2分団分団長　佐久間 重行
　　　　　　前第3分団分団長　渡邉 勇司 ／ 前第4分団分団長　吉野 彰洋
　　　　　　前第5分団分団長　鎌田 貴之
　【無火災表彰】
　　　　　　第1分団・第2分団・第5分団

■団長表彰
　黒川 和也 ／ 岡本 正喜 ／ 加曽利 勇太 ／ 君塚 航平 ／ 鈴木 栄晴 ／ 鈴木 祐貴 ／ 永島 弘貴 ／ 君塚 裕司 ／
　磯野 真規 ／ 猿田 有洋 ／ 柴崎 昭二 ／ 小髙 智哉 ／ 飯島 一由 ／ 松丸 輝 ／ 宮崎 洋平 ／ 中村 好成

地域防火活動に貢献！！
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おおたき

質　問　議　員 質　問　事　項

麻
あ そ う

生 　 剛
たけし １．予算の趣旨、目的について

２．公務員の綱紀粛正について
３．議会と執行部のあり方について

吉
よし

野
の

　 一
かず

男
お １．大多喜町特別養護老人ホームの今後について

２．災害時における停電復旧の連携等について
３．夷隅川の流木処理方法について

渡
わ た な べ

辺 　 泰
や す の ぶ

宣
１．いすみ鉄道について
２．高速バスの運行について
３．町の産業について

野
の

中
なか

　 眞
ま

弓
ゆみ １．国民健康保険の改善について

２．子どもの医療費について

山
やま

田
だ

　 久
ひさ

子
こ １．西畑地域の活性化に向けた取り組みの現状について 

２．地域共生社会の実現に向けた市町村における包括的な支援体制整備について

吉
よし

野
の

　 僖
き

一
いち

１．国道297号横山バイパスについて
２．大多喜ダムの跡地利用について
３．給水施設等について
４．消防施設の整備について
５．旧田代分校の有効活用について

根
ね

本
もと

　 年
とし

生
お

１．大多喜町第3次総合計画後期基本計画の重要性について
２．住民との信頼関係について
３．各区の集会所を高齢者に優しい施設にするために
４．住宅に隣接した裏山の土砂災害を未然に防ぎ、町民の生命・財産を守るために
５．高齢者の新型コロナウイルス感染防止対策の強化と生活支援について
６．若者の定住化に向けて
７．夷隅川フィッシングパークについて

１２月会議一般質問
　一般質問は町政全般について希望する議員が行うもので、制限時間は1時間以内です。質問
時間が40分程度の場合は、1/2ページ掲載となります。紙面の都合で、概要を24ページから29
ページに掲載しています。
　新型コロナ症感染対策として、一般質問席に飛沫防止パネルを設置しています。

第１０２号
発行：千葉県大多喜町議会
編集：議会報編集委員会
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問

問

問問

問 問副
町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
課
長

公
務
員
の
綱
紀
粛
正
に

つ
い
て

議
会
と
執
行
部
の
あ
り
方

に
つ
い
て

総
務
課
長

総
務
課
長

麻生　剛　議員

問　住民が納得できる税金の使途を
答　学童保育施設は交付金を活用し、総合的に
　　判断し取り組んで行きます

住
民
の
血
と
汗
の
結
晶
で

あ
る
税
金
の
使
途
に
つ
い

て
伺
う
。
コ
ロ
ナ
対
策
資
金
を
大

多
喜
小
学
童
施
設
に
７
０
０
０
万

円
投
入
す
る
こ
と
は
い
か
が
か
。

現
在
の
児
童
ク
ラ

ブ
に
向
か
う
バ
ス

の
車
内
で
の
密
や
、
併
設
す
る
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
利
用
し
た

場
合
の
不
特
定
多
数
の
出
入
り
に

よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
の
防
止
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
懸
案
事
項
と

な
っ
て
い
る
防
犯
面
な
ど
安
全
確

保
、
さ
ら
に
保
護
者
も
安
心
し
て

子
ど
も
を
預
け
、
働
き
に
い
け
る

施
設
と
な
る
な
ど
、
総
合
的
な
観

点
か
ら
判
断
し
ま
し
た
。

常
に
児
童
に
寄
り
添
う
姿

勢
と
い
っ
て
い
る
が
、
セ

ク
ハ
ラ
被
害
者
家
族
の
と
こ
ろ
に

は
訪
問
し
た
の
か
。
教
育
長
あ
な

た
は
訪
問
し
た
の
か
ど
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
実

関
係
を
把
握
、
確

認
を
行
い
、
当
該
児
童
の
も
と
に

は
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

児
童
の
人
的
お
よ
び
教
育
的
配

慮
の
も
と
で
、
職
員
に
指
示
を
だ

し
な
が
ら
、
県
教
育
委
員
会
の
助

言
、
指
導
の
も
と
当
初
か
ら
適
切

に
対
応
し
て
き
た
と
考
え
ま
す
。

今
後
裁
判
を
争
い
、
判
決

ま
で
い
き
つ
く
つ
も
り

か
。
そ
の
後
、
控
訴
す
る
の
か
。

そ
れ
と
も
結
審
し
慰
謝
料
を
支
払

う
の
か
。
あ
る
い
は
不
問
か
。

民
事
訴
訟
の
た
め

終
結
さ
せ
る
に
は

和
解
、
或
い
は
判
決
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
訴
訟
代

理
人
で
あ
る
弁
護
士
の
意
見
を
踏

ま
え
、
町
長
、
教
育
長
、
関
係
者

と
協
議
し
な
が
ら
法
令
に
基
づ
き

対
応
し
て
い
き
た
い
。

教
育
委
員
会
の
責
任
者
と

し
て
、
セ
ク
ハ
ラ
問
題
を

お
こ
し
た
責
任
、
出
処
進
退
に
つ

い
て
辞
職
す
る
の
が
当
然
で
あ

る
が
い
か
が
か
。
教
育
長
の
見
解

は
。

学
校
で
セ
ク
ハ
ラ

な
ど
不
祥
事
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
更

に
学
校
長
へ
の
指
導
、
助
言
、
教

職
員
の
研
修
な
ど
に
努
め
、
不
祥

事
の
根
絶
に
努
め
る
こ
と
が
責
務

と
考
え
て
い
る
。

議
会
は
住
民
の
代
表
で
あ

り
、
議
論
し
執
行
部
に
提

言
す
る
良
識
の
府
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
図
ら
れ
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。

議
会
の
役
割
は
、

町
の
意
思
を
決

定
す
る
機
能
お
よ
び
監
視
す
る
機

能
を
担
い
、
そ
の
権
限
を
行
使
す

る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
地
方

自
治
運
営
が
で
き
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
議
会
と
町
執
行
部
と
が
お

互
い
に
議
論
を
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

議
会
は
執
行
部
と
対
等
で

あ
る
。
し
か
し
、
現
状
は

非
力
で
あ
る
。
そ
れ
を
補
う
た

め
、
住
民
世
論
を
背
景
に
、
議
会

活
動
を
通
し
て
対
抗
し
切
磋
琢
磨

す
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

議
会
お
よ
び
町
執

行
部
の
役
割
は
あ

り
ま
す
が
、
共
に
住
民
福
祉
の
向

上
、
町
の
発
展
と
い
う
同
じ
目
的

を
も
っ
て
、
議
会
活
動
ま
た
、
行

政
運
営
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
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農
林
課
長

企
画
課
長

総
務
課
長

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
所
長

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
所
長

問

問

問

問

問

問

企
画
課
長

災
害
復
旧
の
連
携
に

つ
い
て

品
川
行
高
速
バ
ス

の
再
開
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
タ

ウ
ン
構
想
に
つ
い
て

▲大多喜町特別
　養護老人ホーム

観光利用の把握ができないた
め、普通乗車人数および通学定
期乗車人数を記載しています。

今
後
新
し
い
民
間
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
で
き
る
こ
と
で
、ど
の

よ
う
な
影
響
が
お
こ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

新
し
い
施
設
が
で
き
る

こ
と
で
、
し
ば
ら
く
の
間

は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う

な
新
規
申
し
込
み
者
は
見

込
め
な
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
当
面
の
間

は
入
所
者
が
減
少
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

い
す
み
鉄
道
の
一

般
客
、
学
生
お
よ

び
観
光
客
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

令
和
２
年

４
月
か
ら
10

月
ま
で
の
状
況
。

吉野　一男　議員

渡辺　泰宣　議員

９
月
の
常
任
委
員
会

に
お
い
て
町
長
か
ら

も
近
い
う
ち
に
方
向
性
を
検

討
し
た
い
と
い
う
話
が
あ
っ

た
が
、現
在
の
検
討
状
況
は

ど
う
か
。

　

長
期
入
所
者
の
受
入
可

能
人
数
55
名
に
対
し
、
入

所
者
は
47
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。
入
所
者
を
55
名
と

す
る
こ
と
を
短
期
的
な
目

標
と
し
、
入
所
状
況
を
見

な
が
ら
夜
勤
が
で
き
る
介

護
士
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
長
期
的
な

目
標
ま
で
至
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

本
町
と
品
川
間
の

高
速
バ
ス
は
運
行

休
止
と
な
っ
て
い
る
が
、

町
の
発
展
に
は
大
事
な
事

業
で
す
。
再
開
の
見
込
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

品
川
駅
周

辺
の
大
規

模
開
発
工
事
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な

ど
に
よ
り
運
行
終
了
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、再
運
行
に
つ

い
て
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。

　

本
町
と
東
京
を
結
ぶ
高

速
バ
ス
は
重
要
と
考
え
、民

間
の
交
通
事
業
者
が
運
行

し
て
い
る
東
京
線
高
速
バ
ス

利
用
者
へ
の
補
助
制
度
の
継

続
や
利
便
性
の
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

台
風
15
号
に
よ
る

被
害
で
倒
木
が
多

く
発
生
し
た
。停
電
や
断
水

の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

電
力
会
社

と
の
連
携

を
今
ま
で
以
上
に
強
化
す

る
た
め
、
東
京
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
木
更
津

支
社
と
協
定
を
締
結
し
、

情
報
の
共
有
や
障
害
物
の

撤
去
な
ど
に
つ
い
て
協
力

体
制
を
整
え
ま
し
た
。
平

常
時
で
も
、
電
力
設
備
へ

の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
場

所
な
ど
の
情
報
提
供
、
情

報
共
有
を
図
る
な
ど
有
事

に
備
え
て
い
き
た
い
。

問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

答　

入
所
者
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

問　

い
す
み
鉄
道
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

答　

前
年
と
比
べ
６
割
程
度
の
利
用
状
況
で
す

町
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
ス
マ
ー
ト

ア
グ
リ
タ
ウ
ン
構
想
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
を
伺
い

ま
す
。

こ
の
構
想

に
は
、グ
ラ

ン
ブ
ー
ケ
大
多
喜
の
ほ
か
、

水
耕
栽
培
や
観
光
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
事
業
展
開
し
て
い
る

も
の
は
、グ
ラ
ン
ブ
ー
ケ
大

多
喜
の
第
１
期
分
と
な
り
、

そ
の
ほ
か
の
事
業
は
具
体
化

し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

区　　分 人　数 前年比

普通乗車人数 46,344人 61.6％

通学定期乗車人数 67,770人 66.5％
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18
才
ま
で
の
医
療
費

無
償
化
に
つ
い
て

問 問

問問

問

問町

　長

税
務
住
民
課
長

税
務
住
民
課
長

税
務
住
民
課
長

税
務
住
民
課
長

税
務
住
民
課
長

健
康
福
祉
課
長

問　住民にやさしくない国民健康保険を改善して
答　国や県と一体となり実施していきたい

国
民
健
康
保
険
の
諸
問
題

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。
状
況
を
改
善
し
よ
う
と

す
る
考
え
は
。

所
得
の
少
な

い
方
が
多

く
加
入
し
て
い
る
こ
と
や
事
業
主

負
担
が
な
い
な
ど
厳
し
い
制
度
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

厳
し
い
こ
と
は
事

実
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
国
の
制
度
で
あ
る
た

め
、
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
一
体

と
な
っ
て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
。

　

広
域
化
と
な
り
負
担
割
合
な
ど

も
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

で
運
用
し
て
い

き
た
い
。

他
の
健
康
保
険
に
な
い
平

等
割
、
均
等
割
を
無
く
す

考
え
は
あ
る
の
か
。
特
に
、
18
才

ま
で
の
均
等
割
を
無
く
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

18
才
ま
で
の

均
等
割
を
減

免
す
る
こ
と
は
、
子
育
て
施
策
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
減

収
と
な
る
補
て
ん
財
源
の
問
題
や

負
担
能
力
の
低
い
方
と
の
公
平
性

な
ど
考
慮
し
、
減
免
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

補
て
ん
財
源
に
、
ふ
る
さ

と
納
税
や
積
立
に
ま
わ
す

剰
余
金
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
。

国
保
加
入
者

の
町
の
医
療

費
は
一
人
当
た
り
約
37
万
円
と
県

内
で
２
番
目
に
高
く
、
総
額
で
見

る
と
令
和
元
年
度
は
、
前
年
度
と
比

べ
約
３
７
７
０
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

制
度
改
正
で
負
担
の
増
加
も
考

え
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
財
源

を
適
切
に
管
理
し
て
い
き
た
い
。

滞
納
が
あ
っ
て
も
保
険
証

を
取
り
上
げ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
県
内
で
は
８
市
町
村
が
実

施
し
て
い
る
。

特
別
な
理
由

が
な
く
１
年

以
上
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
、
資
格
者
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
と

の
接
触
の
機
会
を
確
保
し
、
納
付

な
ど
を
直
接
働
き
か
け
る
こ
と
が

主
な
目
的
と
な
り
、
そ
の
際
に
保

険
料
の
減
免
や
分
割
納
付
な
ど
を

含
め
納
付
相
談
を
実
施
し
、
納
税

に
対
す
る
理
解
を
求
め
て
い
ま

す
。

国
保
法
第
77
条
及
び
町
国

保
税
条
例
第
28
条
に
基
づ

き
「
特
別
な
理
由
が
あ
る
者
」
へ

の
減
免
に
つ
い
て
、
町
民
に
お
知

ら
せ
し
た
ら
ど
う
か
。震

災
、
風
水

害
、
火
災
、

事
業
の
休
止
な
ど
で
生
計
に
大
き

な
影
響
を
受
け
た
方
が「
特
別
な

理
由
が
あ
る
者
」の
対
象
と
な
る

と
考
え
ま
す
。
広
報
紙
な
ど
で
計

画
的
に
、
わ
か
り
や
す
い
表
現
で

周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

県
内
23
市
町
村
が
実
施
し

て
い
る
、
18
才
ま
で
の
医

療
費
の
無
償
化
を
早
急
に
実
施
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

高
校
３
年
生

ま
で
医
療
費

の
助
成
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

は
、
県
内
54
市
町
村
中
23
市
町
村

と
な
り
ま
す
。
中
学
生
以
下
の
医

療
費
の
助
成
は
県
内
す
べ
て
の
市

町
村
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
所

得
制
限
を
設
け
た
り
、
41
市
町
村

で
は
自
己
負
担
金
を
徴
収
し
て
い

ま
す
。

　

本
町
で
は
、
所
得
制
限
を
設
け

ず
、
自
己
負
担
金
も
徴
収
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
県
内
市
町
村
と

比
較
し
て
も
、
平
均
的
な
助
成
内

容
以
上
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
現
状
の
助
成
内
容
を
継
続
し

て
い
き
た
い
。

野中　眞弓　議員
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大
塚
山
自
然
公
園
につい

て

重
層
的
支
援
体
制
の
整
備

に
つ
い
て

問

問問

問

問

町

　長

町

　長

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

健
康
福
祉
課
長

山田　久子　議員

問　「小さな拠点事業計画」の着地点の目途はいつ頃か
答　できるだけ早い時期を考えている

中
野
の
「
小
さ
な
拠
点
事

業
」
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
た
経
緯
が
あ
る
が
、
そ
こ
か

ら
得
た
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

成
果
は
、
中

野
駅
周
辺
検

討
委
員
会
の
活
動
に
よ
り
拠
点
施

設
整
備
や
地
域
の
活
性
化
活
動
に

地
域
住
民
の
協
力
が
得
ら
れ
た
こ

と
や
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、

拠
点
施
設
に
必
要
な
機
能
等
が
あ

る
程
度
確
認
で
き
た
こ
と
。

　

課
題
は
、
拠
点
施
設
の
整
備
。

ど
の
よ
う
に
持
続
可
能
な
施
設
と

す
る
か
、
運
営
方
法
を
ど
う
す
る

か
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る

取
り
組
み
を
し
た
が
、
町

と
し
て
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に

思
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

一
番
重
視
し
て
い

る
こ
と
は
、
持
続

可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

事
業
計
画
の
中
で
見
え
て
き
た

も
の
は
、
拠
点
に
常
時
人
を
置
く

こ
と
は
難
し
い
こ
と
。
日
曜
祭
日

と
平
日
で
は
人
の
動
き
が
異
な

る
。
日
常
的
に
地
域
の
人
が
足
を

運
ぶ
、
地
域
に
密
着
し
た
中
で
、

観
光
と
の
両
面
で
活
用
で
き
る
拠

点
が
必
要
と
考
え
る
。

 「
小
さ
な
拠
点
事
業
」
を

そ
ろ
そ
ろ
形
に
し
て
ほ
し

い
と
思
う
が
、
方
向
性
を
示
し
て

も
ら
え
る
も
の
は
あ
る
の
か
。
計

画
の
着
地
点
は
い
つ
頃
か
。

　

意
欲
を
も
っ
て
い

る
人
達
、
小
湊
鐡

道
、
い
す
み
鉄
道
、
観
光
協
会
な

ど
含
め
て
、
ど
う
い
う
も
の
が
持

続
可
能
な
の
か
進
め
て
い
る
。

　

拠
点
だ
け
で
は
な
く
、
景
観
な

ど
含
め
、
西
畑
地
区
全
体
で
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
を
考
え
て
い
る
。　

　

大
塚
山
自
然
公
園
を
中
心

と
し
た
新
た
な
観
光
拠
点

づ
く
り
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
き
た
の
か
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う

か
。

地
域
の
方
々

の
ご
尽
力
に

よ
り
、
山
頂
ま
で
整
備
が
進
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
中
野
駅
を
中
心

と
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

拠
点
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

町
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
民
話
の
看
板

整
備
や
伐
採
な
ど
お
こ
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
以
降
は

新
た
な
整
備
な
ど
は
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

Ｐ
Ｒ
は
、
現
在
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

制
度
の
縦
割
を
打
破
し
、

困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る

本
人
と
家
族
を
中
心
と
し
た
重
層

的
支
援
体
制
整
備
に
取
り
組
ん
で

は
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　

支
援
を
必
要

と
し
て
い

る
方
は
、
検
診
、
民
生
委
員
、
警

察
、
保
健
所
な
ど
様
々
な
方
法
で

把
握
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
情
報
に
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
状
況
確
認
を
お
こ

な
い
、
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
を

し
、
必
要
に
応
じ
た
支
援
に
つ
な

が
る
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
が
、
本
町
は

こ
の
事
業
に
近
い
体
制
が
で
き
て

い
る
も
の
と
考
え
、
令
和
３
年
度

は
実
施
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
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消
防
施
設
の
整
備
に

つ
い
て

問

問

問問

問

総
務
課
長

企
画
課
長

町

　長

町

　長

環
境
水
道
課
長

大
多
喜
ダ
ム
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て

水
道
未
整
備
地
区
につ

い
て

旧
田
代
分
校
の
今
後
に

つ
い
て

吉野　僖一　議員

問　国道２９７号横山バイパスの進捗状況について
答　用地買収は約60％、今後も県が用地交渉を
　　継続していきます

国
道
２
９
７
号
は
夷
隅
郡

市
の
大
動
脈
で
あ
る
。
横

山
バ
イ
パ
ス
の
羽
黒
坂
ト
ン
ネ
ル

工
事
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

国
道
２
９
７
号
は

房
総
半
島
を
縦
断

す
る
大
変
重
要
な
路
線
で
す
。

　

用
地
交
渉
は
千
葉
県
で
お
こ
な

い
、
約
60
％
の
買
収
が
す
み
、
町

と
し
て
も
協
力
や
情
報
の
共
有
化

を
申
し
出
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
市
１
町
で
構
成
す
る

国
道
２
９
７
号
整
備
促
進
期
成
同

盟
に
よ
り
、
毎
年
県
に
要
望
書
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

大
多
喜
ダ
ム
の
跡
地
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
施
策
を

展
開
す
る
な
か
で
魅
力
的
な
場
所

で
す
。

　

町
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

大
多
喜
ダ
ム
跡
地

に
つ
い
て
は
千
葉

県
が
所
有
し
、
町
に
移
譲
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

活
用
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
と

連
携
し
企
業
誘
致
も
含
め
て
進
め

て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
、
住
宅
政
策
な

ど
進
め
る
な
か
で
、
上
水

道
は
町
が
積
極
的
に
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

国
道
２
９
７
号
沿
い
の
未
整
備

区
域
の
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

配
水
管
を
新

た
に
布
設
す

る
に
は
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
投
資
額
お
よ
び
採
算

性
な
ど
を
考
慮
し
て
、
慎
重
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
道
２
９
７
号
、
白
山
台
交
差

点
か
ら
千
葉
方
面
に
向
か
い
右
側

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
計
画
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
上
水
道
を

整
備
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
重
要
な
消
防
施

設
。
既
存
の
防
火
施
設
（
防
火
水

槽
、
消
火
栓
な
ど
）
の
維
持
管

理
、
表
示
看
板
の
更
新
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

消
防
施
設
の
維
持

管
理
は
、
管
轄
し

て
い
る
消
防
団
が
お
こ
な
い
、
区

や
消
防
団
か
ら
の
要
望
を
取
り
ま

と
め
、
修
繕
な
ど
の
費
用
が
発
生

す
る
場
合
は
町
で
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

表
示
看
板
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
台
風
の
被
害
に
よ
り
破
損
し
た

も
の
の
修
繕
や
経
年
劣
化
が
進
み

機
能
し
て
い
な
い
看
板
に
つ
い
て

は
更
新
を
し
て
い
ま
す
。

旧
田
代
分
校
の
有
効
活
用

お
よ
び
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
よ
り
文
化
的
拠
点
を
創
る
計

画
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
本
人
か
ら
の

申
し
出
に
よ
り
令
和
２
年
10
月
31

日
契
約
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

　

旧
田
代
分
校
の
状
況
と
し
て

は
、
老
朽
化
が
激
し
く
、
建
物
を

今
後
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
厳
し

い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
取
り
壊
し
も
含
め
協
議

し
て
い
き
た
い
。

▲旧田代分校（弓木地先）
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急
傾
斜
地
崩
壊
防
止

工
事
に
つ
い
て

問

問問

問

問問 企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

企
画
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
に
つ
い
て

根本　年生　議員

問　各区の集会所を高齢者に優しい施設にするために
答　現状の補助事業を活用し、施設などの整備に
　　対応したい

各
区
の
集
会
所
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
行

い
、
高
齢
者
に
優
し
い
施
設
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ト
イ
レ
の
洋
式

化
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
整
備
が
必
要
な
場
合

は
、
補
助
事
業
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

少
額
助
成
制
度
を
創
設
し

て
、
集
会
所
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
な
ど
を
推
進
し
、
高
齢
者

が
使
い
や
す
い
施
設
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育

成
事
業
補
助
金

は
、
財
源
の
確
保
が
難
し
い
こ
と

や
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り

補
助
金
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
補
助
限
度
額
の
見
直
し

を
平
成
27
年
３
月
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　

補
助
事
業
の
見
直
し
は
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
各
区

の
状
況
把
握
な
ど
お
こ
な
っ
て
い

き
た
い
。多

く
の
町
民
は
集
会
所
の

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置

を
望
ん
で
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。

　
　
　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

推
進
に
限
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
区
で
は

必
要
な
改
修
な
ど
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

必
要
な
改
修
に
つ
い
て
は
、
現

状
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

住
宅
に
隣
接
し
た
裏
山
の

土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
町
民

の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
の
急

傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
分
担
金
徴
収
条

例
を
改
正
し
、

受
益
者
負
担
の
率
を
定
め
、
工
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
要
望
が

あ
っ
た
７
区
の
う
ち
、
５
区
で
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
受
益
者
負
担
が

多
額
と
な
る
た
め
、
工
事
を
実
施

す
る
の
は
難
し
い
と
い
う
意
見
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　災害

か
ら
町
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
こ
と
は
町
の

責
務
で
あ
り
、
町
が
積
極
的
に
行

動
し
、
早
急
に
防
災
工
事
を
お
こ

な
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　こ

の
工
事
は
、
急

傾
斜
地
の
所
有
者

が
崩
壊
防
止
工
事
を
お
こ
な
う
こ

と
が
困
難
な
場
合
な
ど
、
県
が
所

有
者
に
か
わ
り
対
策
工
事
を
実
施

す
る
も
の
で
、
受
益
者
負
担
が
伴

い
、
工
事
費
は
多
額
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
関
係
者
か
ら
の
相

談
、
要
望
を
受
け
説
明
会
な
ど
お

こ
な
い
対
応
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
第
３
波
に
入
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

町
単
独
の
新
た
な
防
止
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
第
３
次

補
正
も
計
画
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
新
た
な
も

の
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
す
で
に
、
各
課
で
新
た
な

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
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令和２年第１回議会定例会

　令和２年10月14日に開催し、財産の取得
１件および一般会計補正予算１件の審議を行
い、原案のとおり可決しました。

　令和２年11月30日に開催し、条例改正２件、
財産の取得１件および補正予算５件の審議を行
い、すべて原案のとおり可決しました。
　
町長、副町長、教育長の期末手当支給
率を引き下げ（議案第78号）
　一般職の期末手当の支給率が0.05月分引き下
げられることに伴い、特別職（町長、副町長、
教育長）の期末手当の支給率についても、同じ
率を引き下げる条例を可決しました。

一般職の職員の期末手当支給率を引き
下げ（議案第79号）
　国の人事院勧告および千葉県人事委員会勧告
に従い、一般職の職員の期末手当支給率を引き
下げる条例を改正しました。
・期末手当支給率　0.05月分引き下げ
 （改正後の期末手当と勤勉手当の支給率の合計

は4.45月分となります。）

≪財産の取得≫　小中学校タブレット端末
などの購入契約を可決（議案第80号）
・契約の目的　　町立小中学校情報機器及び
　　　　　　　　周辺機器等購入
・契約の方法　　指名競争入札
・契約金額　　　3,949万円
・契約の相手方　チバビジネス株式会社
　　　　　　　  （千葉市緑区）
・契約の内容　　タブレット端末　351台
　　　　　　　　モニタ　　　　　　 9台
　　　　　　　　無線投影機　　　  22台

　ＧＩＧＡスクール構想において、情報通信環
境整備の一環として、町立小中学校の児童生
徒に１人1台のタブレット端末などを整備し、
学校教育においてＩＣＴ（情報
通信技術）の活用を図り、併
せて新型コロナウィルスの影
響により、臨時休校となった
場合の家庭学習支援などにも
活用するものです。

令和２年度一般会計補正予算（第7号）
　1,782万6千円を増額（議案第77号）
　新型コロナウイルス感染症緊急対策などの
予算を追加し、補正後の予算総額を66億1,466
万9千円とする一般会計補正予算を可決しまし
た。
（主な補正予算）
・新型コロナウイルス感染症緊急対策
　　感染拡大防止対策 364万3千円
　　　備品購入費（無相苑テーブル、イスほか）
　　経済対策 1,208万7千円
　　　バイオマス産業都市構想作成・運営業務
　　　委託料ほか
・妊婦・出産包括支援事業 170万円
　　産後ケア事業委託料ほか
・観光施設管理事業 39万6千円
　　大多喜駅前トイレ設計業務委託料

≪財産の取得≫　防災行政無線の更新
業務契約を可決（議案第76号）
・契約の目的　　大多喜町防災行政無線（移動  
　　　　　　　　系）更新業務
・契約の方法　　指名競争入札
・契約金額　　　4,598万円
・契約の相手方　  スイス通信システム株式会社
　　　　　　　 （千葉市中央区）
・契約の内容　  役場・星井畑基地局中継無線

設備一式
　　　　　　　　５Ｗ無線機　　24台
　　　　　　　　１０Ｗ無線機　 10台

※家庭用の戸別受信機
　を更新するものでは
　ありません。　

１０月会議

１１月会議

現在の防災行政
　　　　無線機▶

タブレット端末▶
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　令和２年12月１日、２日に開催し、条例改正
３件、補正予算６件および第３次総合計画後期
基本計画１件の議案審議を行い、すべて原案の
とおり可決しました。

町第３次総合計画の後期基本計画を可決
（議案第89号）

　令和３年度から令和７年度までの大多喜町第
３次総合計画の後期基本計画を可決しました。

○総合計画とは
大多喜町の最上位の計画で、「基本構想」、
 「基本計画」、「実施計画」から構成されてい

ます。
○計画の期間
　・基本構想……平成２８年度から令和７年度

までの１０年間。
　・基本計画……前期基本計画は、平成２８年度

から令和２年度までの５年間。
　　　　　　　　後期基本計画は、令和３年度か

ら令和７年度までの５年間。
　・実施計画……３年間とし、毎年度見直しを

行います。
○基本計画の内容

基本構想を受けて、その目的を達成するた
めに施策を部門別に体系化し、具体的な内容
を示すものです。

令和２年度国民健康保険特別会計補正
予算（第4号）
　1億5,117万5千円を増額（議案第91号）
　保険給付費などの予算を追加し、補正後の予
算総額を14億1,210万8千円とする国民健康保険
特別会計補正予算を可決しました。
（補正内容）
　・保険給付費　             　　  1億5,101万円
　　（一般被保険者療養費　    1億1,305万円）
　　（一般被保険者高額療養費　   3,796万円）

令和２年度介護保険特別会計補正予算
（第4号）
　3,205万5千円を増額（議案第93号）
　保険給付費などの予算を追加し、補正後の予
算総額を12億4,429万4千円とする介護保険特別
会計補正予算を可決しました。
（主な補正内容）
・保険給付費　　　　　　　　3,176万9千円
　（地域密着型介護サービス　3,046万4千円）
　（地域密着型介護予防サービス 130万5千円）

令和２年度一般会計補正予算（第9号）
　1億3,573万4千円を増額（議案第90号）
　新型コロナウイルス感染症緊急対策や介護給
付費、ふるさと納税事業などの予算を追加し、
補正後の予算総額を67億4,829万2千円とする
一般会計補正予算を可決しました。
（主な補正内容）
・新型コロナウィルス感染症緊急対策 906万4千円
　　感染拡大防止対策（国保国吉病院負担金）          
・ふるさと納税事業（報償費）  2,090万円
・ふるさと基金積立事業 3,928万5千円
・障害者福祉事業（介護給付費） 2,524万8千円
・環境センター運営事業  543万9千円
　（粗大ごみ処理委託料ほか）
・土地改良関係団体事業 480万円
　（ため池ハザードマップ作成委託料追加分）
・消防用施設整備事業 455万円
　〔防火水槽等改修工事（市川・会所地先）〕
・観光施設管理事業 227万7千円
　（大多喜駅前トイレ改修工事ほか）

令和２年度水道事業会計補正予算（第3号）
　資本的支出4,700万円を増額（議案第94号）
　水道事業費用の減額、資本的収入および支出
の追加など水道事業会計補正予算を可決しま
した。
（主な補正内容）
・水道事業費用（報酬の減額ほか）  △34万9千円
・資本的収入（企業債） 3,800万円
・資本的支出 4,700万円
　〔低区配水池更新工事費（伊保田地先）〕

１２月会議

▲建設中の面白浄水場
　沈殿池（手前）　管理棟（奥）

▶
改
修
が
予
定
さ
れ
て
い
る

　大
多
喜
駅
前
の
ト
イ
レ
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議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 議長
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子
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村

　賢
一

１０月会議
議　案
第76号

財産の取得について……アナログ方式からデ
ジタル方式の防災行政無線を整備する業務契
約について、議会の議決を求めるもの。（関
連記事：30ページ）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第77号

令和２年度一般会計補正予算（第７号）…
…歳入歳出予算の総額に1,782万6千円を
追加し、補正後の予算総額を66億1,466万
9千円とするもの。（関連記事：30ページ）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

１１月会議

議　案
第78号

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて……一般職の給与改定に伴い、特別職の
期末手当支給率を改正するもの。（0.05月分
引き下げ）（関連記事：30ページ）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第79号

一般職の職員の給与等に関する条例等の一部を
改正する条例の制定について……国の人事院
勧告及び千葉県人事委員会勧告に従い、一般
職の職員の期末手当支給率を改正するもの。
（0.05月分引き下げ）（関連記事：30ページ）

可決 ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第80号

財産の取得について……各小中学校にタブレッ
ト端末などを導入する購入契約について、議会
の議決を求めるもの。（関連記事：30ページ）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第81号

令和２年度一般会計補正予算（第８号）……給与改
定に伴う職員手当など211万1千円を減額し、補正
後の予算総額を66億1,255万8千円とするもの。

可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第82号

令和２年度国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）……給与改定に伴う職員手当など
5万3千円を減額し、補正後の予算総額を12億
6,093万3千円とするもの。

可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第83号

令和２年度介護保険特別会計補正予算（第
３号）……給与改定に伴う職員手当など11
万2千円を減額し、補正後の予算総額を12億
1,223万9千円とするもの。

可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第84号

令和２年度水道事業会計補正予算（第２号）
……給与改定に伴い職員手当など17万9千円
を減額するもの。
補正後の予算総額　水道事業費用4億7,791万
5千円、資本的支出10億3,623万6千円。　

可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第85号

令和２年度特別養護老人ホーム事業会計補正予算
（第２号）……給与改定に伴い職員手当など52万
8千円を減額するもの。
補正後の予算総額　事業費用2億7,902万4千円。

可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

１２月会議
議　案
第86号

後期高齢者医療に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について……地方税法の改正に
伴い、延滞金を算出する際に用いる割合の基
準名称などを改正するもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第87号

介護保険条例の一部を改正する条例の制定に
ついて……地方税法の改正に伴い、延滞金を
算出する際に用いる割合の基準名称などを改
正するもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

審議結果 賛成…○　反対…●　欠席…欠　（野村議長は採決に加わりません）
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議案
番号
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（件名は一部省略しています）
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議　案
第88号

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関
する基準等を定める条例の一部を改正する条例
の制定について……居宅介護支援事業所におけ
る管理者要件の変更について改正するもの。

可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第89号

第３次総合計画の後期基本計画を定めること
について……後期基本計画について議会の議
決を求めるもの。（関連記事：31ページ）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第90号

令和２年度一般会計補正予算（第９号）……
1億3,573万4千円を追加し、補正後の予算総
額を67億4,829万2千円とするもの。（関連記
事：31ページ）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議  案
第91号

令和２年度国民健康保険特別会計補正予算
（第４号）……保険給付費など1億5,117万5
千円を追加し、補正後の予算総額を14億1,210
万8千円とするもの。（関連記事：31ページ）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議  案
第92号

令和２年度後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）……後期高齢者医療広域連合納付
金377万6千円を追加し、補正後の予算総額を
1億4,811万5千円とするもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議  案
第93号

令和２年度介護保険特別会計補正予算（第４号）…
…保険給付費など3,205万5千円を追加し、補
正後の予算総額を12億4,429万4千円とするも
の。（関連記事：31ページ）

可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議  案
第94号

令和２年度水道事業会計補正予算（第３号）…
…低区配水池更新工事費などを追加するもの。
補正後の予算総額　事業費用4億7,756万6千
円、資本的収入9億3,212万3千円、資本的支
出10億8,323万6千円。（関連記事：31ページ）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議  案
第95号

令和２年度特別養護老人ホーム事業会計補正予
算（第３号）……会計年度任用職員の報酬など
299万1千円を追加するもの。
補正後の予算総額　事業費用2億8,201万5千円。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

反

　対

反  

対

賛

　成

賛  

成

議案第７９号　大多喜町一般職の職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

議案第８８号　大多喜町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を
　　　　　　　定める条例の一部を改正する条例の制定について

討論 １０月会議および１１月会議での討論はありませんでした。
１２月会議では、議案第７９号、議案第８８号以外には討論はありませんでした。

〇国難というべき中で、みんなで努力してい
かなくてはならない。

○困っている人は公務員以外の人もたくさんいる。
○少しでも他の事業にまわしてくれれば良い
のでは。

〇「やむを得ない場合において」と規定をし
ている。施設をやめたり、閉鎖を防ぐこと
もでき、必要な規定と考える。

□下げることによりマイナススパイラルがおきる。
□経済の立て直しが大切。公務員の給料を減
らすことではない。

□災害時に一番頑張ってくれるのは公務員。
□消費税を減らして経済をまわすべき。

□面倒を見る人の質の問題、人材育成面で利
用者に安心感をもたらすと思えない。
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議会での質問や意見に答える町執行部、その答弁がその後どうなったのか…
対応を追跡します。

あの質問どうなったの？

有害鳥獣対策について
　一般質問でも多くの議員が取り上げ、議会としても平成２９年１０月「有害鳥獣対策に関
する要望書」を町に提出しました。
　これまでの対策や、補助制度、そして今後の対応・対策などはどうなっているのか。

○これまでの対策は
・鳥獣被害防止計画の見直しの実施（令和元年度作成、計画期間：令和２年度～令和４年度）。
・鳥獣被害防止総合対策交付金による防護柵の設置およびくくりわなや檻の購入などの強化。
・簡易電気柵、狩猟免許取得費用の補助の実施。
・大型檻設置によるサルの群れの捕獲を目指した実証実験の実施。
・サルの群れ調査による行動域の把握の試み。

○補助制度の概要（補助事業名、内容、補助率など）

※1　１件あたりの購入に要する経費が5,000円以上の場合に限ります。
※2　申請者が資材費の一部を負担する場合があります。

○今後の対応・対策は
・町と住民が連携して鳥獣被害対策を進めることにより、効率的に被害削減を実現するた

め、鳥獣被害対策実施隊を令和３年度から段階的に設置し、各地域の実情に応じたきめ細
かな被害対策を推進します。

・サルの被害対策については、実施中の大型檻の実証実験およびサル群れの行動域調査を継
続していくことにより、群れ単位での効果的な対策を模索していきます。

・イノシシの被害対策については、農地用簡易電気柵の要望が多いことから、猪等防護柵購
入費補助金をさらに使いやすくなるよう図ります。

・捕獲に関する労力の軽減や被害の削減に向けて、ＩＣＴ技術の調査・研修を図ります。

追跡追跡

補助事業名 内　　　容 補助率など

猪等防護柵購入費補助金（農地） 農地用簡易電気柵購入費
補助 1/3（上限15,000円）

簡易電気柵購入費補助金
 （宅地など）

宅地用簡易電気柵購入費
補助 1/4（上限15,000円）

ヤマビル防除剤購入費補助金 ヤマビル防除剤購入費補助 1/4（上限10,000円）※1

狩猟免許取得補助金 狩猟免許試験料および初心
者狩猟講習会受講料の補助 2/3

鳥獣被害防止総合対策補助金 防護柵設置における資材費
の補助 資材支給　※2

竹林の整備の推進 町内に竹林を所有している
者への竹粉砕機の貸し出し

賃借料
1日　3,100円
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議会活動トピックス

住民との懇談会を開催　新丁区

　令和２年１１月７日「住民と町議会の懇談会」が新丁区青年館で
行われ、議会から４名の議員が出席しました。
　懇談会は、区民からの質問事項をあらかじめお伝えいただき、そ
の内容について主に協議させていただく形で行われました。
　今回は、学童保育施設の建設および品川行高速バスの再運行につ
いて活発な意見交換が行われました。

　議会報１００号記念の発行にも取り組ませていただくことができました。より一層、議会に関心を
もっていただける議会報になるよう願っています。 （山田久子委員長）

　議会報は常に情報がわかりやすく、親しまれるよう努力しております。次号より新たなメンバー
で編集してまいりますが、引き続き皆さまのご支援、ご協力をお願い申し上げます。
 （末吉昭男副委員長）

　議会での議論が町民の皆さまにわかりやすく届くよう頑張ってきましたが、まだまだ不十分であ
ると強く感じています。編集委員任期中は大変お世話になりました。ありがとうございました。
 （根本年生議員）

　読みやすく、わかりやすい議会報編集を心がけて取り組んできました。研修会受講や優秀な議会
報の研究も良い経験となりました。 （渡辺善男委員）

議会報編集委員会

編集後記

次回の議会定例会は、３月２日（火）午前１０時から
開会する予定です。
　傍聴を希望される方は議会事務局までお越しください。

　なお、新型コロナウイルス感染症防止のため、傍聴を
　自粛していただく場合があります。
　ご理解、ご協力をお願いします。

　〒298-0292　千葉県夷隅郡大多喜町大多喜９３番地
　電話　０４７０（８２）２１８２
     FAX　 ０４７０（８２）４４６１
　 Ｅ-mail　gikai@town.otaki.lg.jp
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ギャラリー

「山頂からの夕陽」
大多喜写真同好会

山口 尹子　さん（平沢）

れんこんのシャキシャキ感と
モチモチ感が両方楽しめます♪

簡単おすすめレシピ 簡単おすすめレシピ 簡単おすすめレシピ 737373
管理栄養士　金坂　直子管理栄養士　金坂　直子管理栄養士　金坂　直子
問合せ　健康福祉課　保健予防係問合せ　健康福祉課　保健予防係問合せ　健康福祉課　保健予防係
　　　　☎82−2168　　　　☎82−2168　　　　☎82−2168

ハッシュドレンコン

【1人分の栄養価】
エネルギー135kcal　 たんぱく質5.3ｇ　 脂質6.0ｇ

カルシウム115ｍｇ　 食塩相当量 0.5ｇ　

材　料（2人分）
　れんこん……………… 200ｇ
　とろけるチーズ……… 30ｇ
　オリーブ油…………… 小さじ１

作り方
① れんこんは、半分をすりおろし、残り半分は粗みじん切りにする。
② ①のれんこんとチーズを混ぜ合わせる。
③ フライパンにオリーブ油を熱し、②を入れて薄く広げる。
④ カリカリになったら、裏返す。
⑤ 反対もカリカリに焼けたらできあがり。
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